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八
幡
神
社
の
獅
子
舞

　
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
は
、
オ
ヤ
ジ

（
親
獅
子
）、
セ
ナ
（
若
獅
子
）、
カ

カ
（
雌
獅
子
）
が
舞
う
三
頭
獅
子
舞

で
、
家
内
安
全
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。
勇
壮
な
舞
を

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
後
0
時
～
。

20

■場 
辺
田
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
（
中
根
）。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
6
）。

鳥
見
神
社
の
獅
子
舞

　
平
岡
鳥
見
神
社
の
獅
子
舞
は
、
ジ

ジ
（
親
獅
子
）、
セ
ナ
（
若
獅
子
）、
カ

カ（
雌
獅
子
）の
三
匹
獅
子
舞
で
、
悪

魔
払
い
と
豊
作
を
祈
願
し
て
奉
納
さ

れ
ま
す
。
力
強
い
伝
統
の
舞
を
ご
覧

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■時 
5
月
3
日
華
・
午
後
1
時
～
。

■場 
平
岡
鳥
見
神
社
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
。

 印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

　
　
　
　
　
　
で
も
訪
れ
ま
す

怯
中
根
八
幡
神
社
の
獅
子
舞

ウ
ォ
ー
ク

　「
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
」
は
「
オ

コ
ト
」
と
呼
ば
れ
、
春
の
農
作
業
が

始
ま
る
時
期
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。
獅

子
舞
の
見
学
に
加
え
「
竜
腹
寺
」
に

も
訪
れ
ま
す
。
春
た
け
な
わ
の
本
埜

地
区
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

20

11

30

午
後
4
時
。

※
雨
天
決
行
。

■場 
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
改
札
付
近

胸「燃やすごみ」組成分析結果胸　
燃やさない
ごみ

資源類燃やすごみ

カン・カ
ン・不燃物

プラス
チック製
容器包装

ペット
ボトル

資源紙類
（※）

その他
可燃
プラ類

生ごみ類可燃紙類分類

0.731.867.5
印西市全体

0.713.73.015.12.16.735.922.8

0.417.282.4（Ａ）

住宅の団地 0.47.80.09.42.75.034.140.6

0.738.161.2（Ｂ）

アパートなど 0.717.97.912.31.53.445.410.9

1.041.457.6（Ｃ）

農業集落 1.016.21.823.41.911.429.614.7

　（※）資源紙類とは、新聞紙･雑誌･紙パック･雑がみ･段ボールで、このうち雑がみと段ボールが混入

　　　 していました。

　
組
成
分
析
は
「
資
源
物
」
や
「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
の
混
入
状
況
と
重

量
割
合
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

向
け
た
施
策
展
開
の
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
ご
み
の
分
別
排
出
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）。

　
印
西
市
を
住
み
よ
い
ま
ち
、
豊
か

な
地
域
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応

援
す
る
「
公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
」。

　
当
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
行
う
市
民
活
動
団
体
の
た
め

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

胸
助
成
コ
ー
ス
お
よ
び
金
額
…
下
表

参
照
。

胸
募
集
期
間
…
4
月
　
日
我
ま
で
。

30

胸
提
出
先
…
千
葉
銀
行
法
人
営
業

部
・
印
西
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
支
店
・
印
西
牧
の
原
支
店
の
い
ず

れ
か
。

　
な
お
、
書
類
の
事
前
相
談
は
法
人

集
合
。

胸
コ
ー
ス
…
印
西
牧
の
原
駅
→
竜
腹

寺
→
東
漸
寺
→
中
根
八
幡
神
社
→
牧

の
原
公
園
→
印
西
牧
の
原
駅
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
敷
物
、

飲
み
物
持
参
。

■申 
4
月
　
日
牙
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

17

電
話
番
号
を
記
入
し
、
F
A
X
ま
た

は
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ
（
先

着
順
）。

怯
平
岡
鳥
見
神
社
の
獅
子
舞
見
学

　
平
岡
鳥
見
神
社
の
獅
子
舞
見
学
と

小
林
地
区
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
し
て

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

構
成
団
体
で
あ
る
印
西
市
、
白
井
市
、

栄
町
と
協
力
し
て
毎
年
度
二
回
、

「
燃
や
す
ご
み
」
の
組
成
分
析
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
2

回
目
と
な
る
調
査
で
は
、
下
表
の
と

お
り
、
印
西
市
全
体
で
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
「
資
源
紙
類
」
や
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
と
い
っ
た
資

源
物
が
　
・
8
％
混
入
し
て
い
る
結

31

果
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
は
、
各
市

町
ご
と
に
全
集
積
所
の
中
か
ら
、
住

宅
形
態
の
違
い
に
よ
る
排
出
特
性
を

確
認
す
る
た
め
、
憶
住
宅
の
団
地
地

域
、
臆
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
桶
農
業
集

落
地
域
の
三
種
類
か
ら
二
カ
所
ず
つ

合
計
六
カ
所
の
集
積
所
を
選
定
し
、

一
集
積
所
あ
た
り
三
袋
の
「
燃
や
す

ご
み
」
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
抽
出
し
、

分
析
し
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

平成２６年（２０１４）４月１日号（４）

第
2
回
 燃
や
す
ご
み
組
成
分
析
調
査
結
果

 「
燃
や
す
ご
み
」
の
袋
の
中
に

　
　
　
　
・
8
％
の
資
源
物
が
混
入

31

（単位：％）

胸助成コース一覧胸
助成金額などコース名区分

10万円以内
（1団体1回のみ）

まちづくり活動スタートアップコース
（立ち上げ支援部門）Ａ

50万円以内
（1団体5回まで、2回目以
降の団体は助成回数により
限度額が減少）

まちづくり活動パワーアップコース
（ソフト事業支援部門）Ｂ

500万円以内
（設計・工事費など
ハード整備事業のみ）

市民がつくるまちおこし整備コース
（ハード事業支援部門）Ｃ

 平
成
　
年
度
の
応
募
団
体
を
募
集

26

 　
　
　
  公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
 
営
業
部
の
み
。

※
詳
し
く
は
「
応
募
の
手
引
き
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
応
募
の
手
引
き
」は
千
葉
銀
行
法

人
営
業
部
・
印
西
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
支
店
・
印
西
牧
の
原
支
店
の

ほ
か
、
市
民
活
動
推
進
課
、
印
旛
支

所
、
本
埜
支
所
、
各
公
民
館
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で

配
布
。

　
千
葉
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
千
葉
銀
行
法
人
営
業
部
公
益
信

託
担
当
（
緯
0
4
3
―
3
0
1
―
8

0
3
7
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.ch

ib
ab
an
k
.co
.jp
/h
o
jin
/o
th

e
r_se

rv
ice
/in
zai/

）。

 
い
ん
ざ
い
の
春
に

い
ん
ざ
い
の
春
に
 古 古
 の
舞
の
舞

い
に
し
え

み
ま
せ
ん
か
。

■時 
5
月
3
日
華
・
午
前
　
時
～
（
受

10

け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

※
雨
天
決
行
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
昼
食
、

敷
物
、
飲
み
物
、
帽
子
な
ど
を
持
参
。

■申 
4
月
　
日
俄
ま
で
に
、
住
所
・
氏

28

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
F
A
X
ま

た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
宿
城（
緯
／
胃
碓42 
4
4
4
2
・
■メール in

zaifu
ru
sato@

y
ah
oo.co.jp

）。

※
電
話
は
午
後
7
時
～
9
時
ま
で
。

　
市
内
に
は
県
・
市
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
無
形
民
俗
文
化
財
を
、
こ
の
機
会
に
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。臼温水センターでは、4月1日から下表のとおり料金が変更になります。

渦施設の運営管理のため4月1日峨は臨時休館します。
嘘平成26年度第1期（4月～6月）コース型教室の参加者を募集します。
※詳しい内容については、下記へ。
■問 印西地区環境整備事業組合温水センター（緯碓47 1661・■ＨＰ http://inzaipool.jp）。

印西地区環境整備事業組印西地区環境整備事業組合合
『温水センター』から利用者のみなさん『温水センター』から利用者のみなさんへへ

胸料金表胸
利用料金対象

420円１人２時間以内（注）
一般

印西市・白井市・栄町に
在住・在勤・在学の人

210円超過１時間ごと

210円１人２時間以内（注）
小中高校生

100円超過１時間ごと

（注）7、8月以外は3時間以内です。

▲ごみの分別排出にご協力願いますＣコースでは「ぶらり川めぐりＣコースでは「ぶらり川めぐり」」
の川の停車場桟橋を整の川の停車場桟橋を整備備


